
あでやかな晴れ着に身を包み、20歳の決意を新たにした新成人
＜1月8日　平成29年成人式＞
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そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

村山市公共施設等総合管理計画を策定
申告相談、農業委員会体制の変更、雪の事故に注意、平成29年成人式　ほか



特
集
　
村
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

施
設
の
更
新
や
統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
の
管
理
・
運
営
指
針

村
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

　
拡
大
す
る
行
政
需
要
の
中
、
市
は
こ

れ
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
施
設
を
整
備
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
高
度
経
済

成
長
期
以
降
急
速
に
整
備
し
た
も
の
で
、

今
後
、
一
斉
に
老
朽
化
が
進
み
、
更
新

時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
施
設
を

現
在
と
同
様
に
維
持
・
管
理
し
て
い
く

こ
と
は
、
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
市
で
は
、

現
在
、
市
が
所
有
す
る
施
設
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
長
期
的
な

視
点
に
立
ち
、
今
後
の
更
新
や
統
廃

合
、
長
寿
命
化
、
施
設
の
管
理
手
法
な

ど
、
総
合
的
な
管
理
・
運
営
の
指
針
を

示
す
「
村
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
の
対
象
施
設
は
、
市
が
所
有

す
る
す
べ
て
の
公
共
施
設
お
よ
び
道
路

や
水
道
な
ど
の
生
活
・
産
業
基
盤
と
し
、

と
、
小
中
学
校
か
ら
な
る
学
校
教
育
系

施
設
が
約
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
39
．

５
％
）
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
、

次
い
で
、
市
民
体
育
館
や
武
道
館
な
ど

か
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
系
施
設
が
約
２
万
平
方
メ
ー
ト

ル
（
15
．６
％
）
、
市
民
会
館
や
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
な
る
市
民
文

計
画
期
間
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
37
年

度
ま
で
の
10
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
現
状

　
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
数
は
１
６

２
施
設
、
総
延
べ
床
面
積
は
約
13
万
平

方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施

設
類
型
ご
と
に
延
べ
床
面
積
を
み
る

化
系
施
設
が
約
1.4
万
平
方
メ
ー
ト
ル

（
10
．８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
築
年
数
別
に
施
設
数
を
み
る

と
、
築
30
年
以
上
が
73
施
設
と
全
体
の

45
％
を
占
め
、
築
20
年
以
上
30
年
未
満

の
施
設
が
40
施
設
（
25
％
）
、
築
20
年

未
満
の
施
設
が
49
施
設
（
30
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学校教育系施設
39.5％

市民文化系施設
10.8％

市民文化系施設
10.8％

公営住宅
9.7％

公営住宅
9.7％

行政系施設
8.0％

行政系施設
8.0％

子育て支援
施設 5.1％
子育て支援
施設 5.1％

社会教育系
施設 4.5％
社会教育系
施設 4.5％

その他 2.6％その他 2.6％

保健・福祉施設
 1.6％

保健・福祉施設
 1.6％

公園 1.4％公園 1.4％ 下水道施設 0.8％下水道施設 0.8％
上水道施設 0.4％上水道施設 0.4％

スポーツ・レクリ
エーション系施設

15.6％

30年以上
73施設
45％

20～30年未満
40施設
25％

20年未満
49施設
30％

＜施設累計型別延べ床面積割合＞

＜築年数別施設数割合＞
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特集　村山市公共施設等総合管理計画策定

特
集
　
村
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

更
新
に
係
る
費
用
予
測

　
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
等
を
現
状

の
ま
ま
す
べ
て
更
新
し
て
い
く
と
仮
定

し
、
今
後
40
年
間
に
お
け
る
更
新
費
用

を
推
計
す
る
と
、総
額
は
１
、２
３
９
．８

億
円
と
な
り
、
１
年
当
た
り
の
平
均
額

は
31
．０
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
当
市
の
過
去
５
年
間
の
公
共
施
設
等

へ
の
投
資
的
経
費
の
平
均
額
が
11
．５
億

円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
す

べ
て
の
公
共
施
設
等
を
抱
え
る
の
は
、

困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

管
理
に
係
る
基
本
方
針

　
本
計
画
で
は
次
の
３
つ
の
基
本
方
針

の
も
と
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
で
あ
る
公
共

施
設
等
を
総
合
的
に
管
理
・
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

①
施
設
の
長
寿
命
化

　
一
斉
に
訪
れ
る
施
設
の
建
替
え
や
、

大
規
模
改
修
に
短
期
間
で
対
応
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
費
を
縮
減
す

る
と
と
も
に
、
年
間
の
財
政
負
担
を
可

能
な
限
り
平
準
化
す
る
た
め
、
適
切
な

維
持
管
理
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
り
ま
す
。

②
施
設
の
総
量
管
理

　
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
保
持
し
、
管

理
・
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
く
、

ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
に
つ
れ
、
施

設
の
必
要
性
が
変
化
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
施
設
の
統
廃
合
や
複
合

化
、
計
画
的
な
新
規
整
備
の
実
施
、
広

域
連
携
な
ど
に
よ
り
、
市
保
有
施
設
の

総
量
管
理
と
最
適
化
を
図
り
ま
す
。

③
施
設
の
有
効
活
用

　
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村

山
市
を
つ
く
る
た
め
、
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
い
く
と

と
も
に
、
経
営
的
な
視
点
を
持
ち
な
が

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
と
な

る
施
設
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
合
せ
／

政
策
推
進
課
政
策
企
画
係　
☎
内
線

271
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60
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西暦

将来更新費用の1年当たり平均額

31.0億円

40年間更新費用合計

1,239.8億円

年平均不足額 １９.５億円年平均不足額 １９.５億円

＜公共施設等の将来の更新費用推計＞

更新費用の推計は、公共施設等の種類ごとに、耐
用年数経過後に現在と同じ延べ床面積で更新する
と仮定し試算しています。

将来更新費用の
1年当たり平均額

過去5年
投資的経費平均額
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特
集
　
市
県
民
税
の
申
告
相
談

2
月
13
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
市
内
4
会
場
で
実
施

市
県
民
税
の
申
告
相
談

　
申
告
相
談
の
会
場
と
日
程
に
つ
い
て

は
、市
報
1
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

　
申
告
に
は
「
所
得
税
（
国
税
）
の
確

定
申
告
」
と
「
市
県
民
税
（
地
方
税
）

の
申
告
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
申

告
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
左
ペ
ー
ジ
の 

チ
ェ
ッ
ク
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
告
の
手
続
き

　
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
所
得
金
額
、
所
得
控
除
金
額
、

税
額
控
除
金
額
な
ど
を
計
算
し
、
次
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税

　
村
山
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
額
と
の
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。

■
市
県
民
税

　
税
務
課
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
し
ま
す
。

※
市
県
民
税
は
所
得
税
と
は
異
な
り
、

前
年
の
所
得
に
課
税
す
る
制
度
で
あ
る

た
め
、
こ
の
申
告
書
が
平
成
29
年
度
の

市
県
民
税
の
課
税
資
料
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
が
必
要
で
す

　
今
回
の
申
告
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
と
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
申
告
相
談
時
に
必
要
な
も
の
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
扶
養
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者

特
別
控
除
、
事
業
専
従
者
を
申
告
す
る

方
の
分
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

農
業
所
得
を
申
告
す
る
方
へ

　
農
業
に
関
す
る
交
付
金
は
農
業
の
雑

収
入
に
該
当
し
ま
す
。
交
付
金
の
種
類

や
金
額
な
ど
を
確
認
の
う
え
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
必
ず
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
、
申
告

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
収
支
計
算
を
し
て
い
な
い
と
、
申
告

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
相
談
時
に
必
要
な
も
の

1 

申
告
受
付
カ
ー
ド

　
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
そ
の
ま
ま

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
会
場
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

2 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認
書
類

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
表
面
と
裏
面
の
写
し
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
と
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
）
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

3 

印
か
ん

4 
収
入
・
経
費
を
確
認
で
き
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
、
収
支
内
訳
書
、
各
種

領
収
書
な
ど
）

　
営
業
、
農
業
、
不
動
産
収
入
が
あ
る

方
は
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

5 

所
得
控
除
対
象
の
支
払
金
額
が
確

認
で
き
る
書
類（
生
命
保
険
料
、
国
民

年
金
の
証
明
書
、医
療
費
の
領
収
書
な
ど
）

　
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
は
支
払
額
を

合
計
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

6 

障
害
者
手
帳
（
障
害
者
控
除
を
受

け
る
場
合
）

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
、

か
つ
障
が
い
者
に
準
じ
る
と
認
定
さ
れ

た
方
は
、
福
祉
課
が
発
行
す
る
証
明
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

7 

申
告
者
本
人
の
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
還
付
申
告
の
場
合
）

8 

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申

告
書
や
ハ
ガ
キ
（
送
付
さ
れ
た
場
合
）

※
申
告
期
間
中
は
市
役
所
税
務
課
で
申

告
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課
住
民
税
係
　
☎
内
線

122
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は
い

は
い

い
い
え

は
い

いいえ

いいえ

いいえ

はい

特集　市県民税の申告相談

特
集
　
市
県
民
税
の
申
告
相
談

申告が必要かどうか確認しましょう

平成28年1月1日から12月31日までの間に
収入がありましたか？

今年の申告は必要ありません。
※申告受付カードが送付されている場

合は、お手数ですがカードに必要事
項を記入のうえ、税務課または各
地域市民センターへ提出してくだ
さい。

※一部例外あり（チェック2参照）
給与以外の収入があり
ましたか？

年末調整が済ん
でいますか？

平成29年1月1日現在、村山市に住んでいましたか
平成29年1月1日現在、住民登録をし
ている市区町村、もしくは最寄りの税
務署へご相談ください。

「所得税（国税）の確定申告」か「市県民税（地方税）の申告」のどちらかが必要かもしれません。
下表（チェック２）へお進みください。

チェック
１

チェック
２

所得税の確定申告　主な対象者

ア. 事業所得(農業含)、不動産所得、雑所得(個人
年金、報酬等)、譲渡所得などがある方で、各所
得の合計額が所得控除の合計額を超える方

イ. 給与所得があり、以下に該当する方
・給与収入が2000万円を超える方
・給与所得以外の所得金額が20万円を超える方
・年末調整されていない給与を受けていた方
・給与を2か所以上から受けていて、年末調整さ

れなかった給与収入とほかの所得金額の合計が
20万円を超える方

ウ. 公的年金等以外の所得額が20万円を超える、ま
たは公的年金等の収入額が400万円を超える方

エ. 年末調整以外で医療費控除等がある方

市県民税の申告　主な対象者

平成29年1月1日現在で村山市に住所があり収入が
ある方（下記の市県民税の申告が不要な方を除く）。
※左記で所得税の申告が不要であっても、チェッ

ク1で申告が必要となった方は、市県民税の申
告が必要です。

※扶養親族等申告書などを変更して各種控除の適
用を受けようとする方は、市県民税の申告が必
要です。

村山税務署で申告してください
申告期間　2月16日(木)～3月15日(水)
※市の申告会場でも受け付けます。

市の申告相談会場で申告してください
会場と日程は市報1月15日号をご覧ください

市県民税の申告が不要な方
・所得税の確定申告を提出

する方
・前年中の収入が給与・公

的年金のみで各種控除に
変更がない方

あなたはどちらの申告ですか？
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特
集
　
農
業
委
員
会
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す

特集　農業委員会の体制が変わります

農業委員会の体制が変わります
法律の改正により、農業委員会の体制が「農業委員」に加え
「農地利用最適化推進委員」が新設されます。

　これまで農業委員は公選制により選出されていましたが、
「農業委員会等に関する法律」が改正され、平成29年7月20
日から新体制に変更されます。
◎農業委員は、市長が議会の同意を得て任命します。
◎農地利用最適化推進委員は、農業委員会が委嘱します。
■問合せ／農業委員会事務局  ☎内線262

※農業委員、農地利用最適化推進委員の募集については、市報3月1日号で詳しくお知らせします。

■Q＆A
Q1　それぞれの委員はどのようにして募集するのですか？
  A　「農業委員」は、農業者、農業関係団体、その他の関係者に候補者の推薦を求めるととも

に、農業委員になろうとする方を募集します。
「農地利用最適化推進委員」は、農業委員会が定めた地区（8地区）から、農業者、農業関係
団体、その他の関係者に候補者の推薦を求めるとともに、農地利用最適化推進委員になろうとす
る方を募集します。

Q2　委員の人数の決定方法は？
  A　それぞれの委員人数は、農業者数、農地面積、人・農地プランの区域などを参考に、政令で

定める基準に従い市の条例で定めました。
・農業委員定数　18名　　　・農地利用最適化推進委員定数　8名

■農業委員と農地利用最適化推進委員の主な業務
　農業委員と農地利用最適化推進委員が連携して、担い手農家への農地の集積・集約を図るととも
に、耕作放棄地の発生防止や解消など、さらなる農地の高度利用を推進します。

農業委員 農地利用最適化推進委員

審査機能
（判断・許認可）
※農業委員のみ

実態把握機能
（パトロール・調査）

調査・支援機能
（相談・推進・調整）

　　～新しい農業委員会体制のイメージ～
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特集　雪の事故に注意

特
集
　
雪
の
事
故
に
注
意

　
豪
雪
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
確
保
と
事
故
防
止
の
注
意
喚
起
を
図

る
た
め
、市
で
は
1
月
16
日
に「
村
山
市

豪
雪
対
策
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
雪
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
関
係
機

関
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
今
後
の

対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

除
雪
・
雪
下
ろ
し
作
業
に
注
意

　
雪
に
よ
る
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
雪

下
ろ
し
と
除
雪
機
に
よ
る
も
の
で
す
。

事
故
は
特
に
高
齢
者
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
「
自
分
は
大
丈
夫
」
「
い
つ
も
と

同
じ
だ
か
ら
心
配
な
い
」
と
過
信
せ
ず

に
、
常
に
安
全
な
作
業
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
安
全
な
雪
下
ろ
し
の
た
め
の

　
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
屋
根
か
ら
の
転
落
を
防
ぐ
た
め
、
必

ず
命
綱
を
装
着
し
、
次
の
点
に
注
意
し

安
全
な
除
雪
・
雪
下
ろ
し
、
車
の
運
転
を
心
が
け
よ
う

雪
の
事
故
に
注
意

▼
注
意
喚
起
の
広
報
を
行
い
ま
す

　
気
温
や
積
雪
状
況
を
勘
案
し
、
事
故

が
発
生
し
や
す
い
と
き
に
は
、
防
災
行

政
無
線
や
消
防
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
よ
り
危
険
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
事
故
が
な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め

て
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／

総
務
課
情
報
危
機
管
理
係　
☎
内
線

213

 

気
を
つ
け
よ
う
冬
の
道

　
冬
の
道
路
を
運
転
す
る
際
は
、
次
の

安
全
運
転
５
則
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
冬
道
の
安
全
運
転
５
則

①
夏
場
よ
り
時
速
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
減
速
す
る
。

②
車
間
距
離
は
路
面
乾
燥
時
の
2
倍
以

上
と
る
。

③
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
な
ど
の

急
激
な
操
作
を
さ
け
る
。

④
視
界
不
良
時
は
前
方
を
よ
く
見
て
早

め
に
徐
行
す
る
。

⑤
追
い
越
し
は
し
な
い
。

■
問
合
せ
／

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係　
☎
内
線

114

高
齢
者
等
世
帯
へ

除
雪
費
を
支
給
し
ま
す

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
に
該
当
す

る
方
が
業
者
な
ど
に
住
居
の
雪
下
ろ
し

や
通
路
の
除
雪
作
業
を
頼
ん
だ
場
合
、

市
で
は
そ
の
費
用
の
一
部
（
対
象
期
間

中
の
除
雪
費
の
10
分
の
８
）
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
豪
雪
対
策
連
絡
会
議
を

設
置
し
た
こ
と
に
伴
い
、
除
雪
費
支
給

限
度
額
を
3
万
円
か
ら
5
万
円
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。

対
象
世
帯　

平
成
28
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
65
歳
未
満
の
重
度
障
が
い
者
と
同
居

す
る
65
歳
以
上
の
世
帯　
な
ど

対
象
期
間　
3
月
31
日

（金）
ま
で

支
給
限
度
額　
５
０
、
０
０
０
円

※
申
請
書
は
福
祉
課
と
各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／

福
祉
課
地
域
福
祉
係　
　
　
☎
内
線

141

て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
あ
る
程
度
雪
が
積
も
っ
て
か
ら
屋
根

に
登
る
。

②
雪
が
緩
ん
で
い
る
と
き
の
作
業
は
、

で
き
る
だ
け
避
け
る
。

③
屋
根
へ
登
り
降
り
す
る
と
き
が
最
も

危
険
な
た
め
、
は
し
ご
な
ど
は
確
実
に

固
定
す
る
。

④
事
故
が
起
き
た
際
に
気
付
い
て
も
ら

え
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
2
人
以
上
で

作
業
す
る
。
や
む
を
得
ず
1
人
で
行
う

場
合
は
、
近
所
の
人
に
声
を
か
け
る
。

▼
除
雪
機
を
安
全
に
使
う
た
め
の

　
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
人
通
り
が
多
い
と
き
は
使
わ
な
い
。

②
つ
ま
っ
た
雪
を
取
る
と
き
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

③
動
い
て
い
る
除
雪
機
か
ら
は
、
離
れ

な
い
よ
う
に
す
る
。

④
無
理
な
作
業
を
行
わ
な
い
。
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平
成
29
年
村
山
市
成
人
式

　
１
月
8
日
、
平
成
29
年
村
山
市
成
人

式
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
、
開
館
50
周
年
を
迎
え
た
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
、
新
成
人
の
家
族
は
も
ち

ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
市
民

参
加
型
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
式
に

は
新
成
人
２
４
０
人
の
出
席
者
に
加

え
一
般
参
加
者
も
大
勢
参
加
し
、

約
４
５
０
人
が
祝
う
式
典
と
な
り
ま

し
た
。

実
行
委
員
が
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を
企
画

　

実
行
委
員
長
の
渡
邉
玲
さ
ん
（
西

郷
）
は
「
つ
ら
い
こ
と
、
逃
げ
出
し
た

く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
は
、
家
族
や
友
達
、
地

域
の
皆
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
、
立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
自
然
豊
か
な
故
郷
を
誇
り
に
、
仲

間
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
楯
岡
出
身
の
佐
藤
暁
さ
ん
に

よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
た
ほ
か
、

平
成
29
年
村
山
市
成
人
式

熱唱する佐藤暁さん

実行委員長の渡邉玲さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
新
成
人
へ
激

励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

実
行
委
員
会
企
画
と
し
て
中
学
生
時
代

の
恩
師
を
迎
え
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー「
お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
２
０
１
７
」

を
開
催
。
恩
師
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉

や
想
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
新
成
人
全
員
で
風
船
を
飛
ば

し
て
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

恩師との再会に会場は笑顔があふれていました
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
雪
の
な
い
正
月
か
ら
一
転
し
て
大
雪
。
市
と
し
ま
し
て
も
最
大
限
努
力
し
ま
し
た

が
、
い
か
ん
せ
ん
市
内
一
斉
に
ド
カ
雪
で
す
。
除
雪
の
遅
れ
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
昨
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
不
信

感
を
抱
か
せ
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
職

員
一
同
襟
を
正
し
て
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
明
る
い
話
題
と
し
て
、
当
市
も
よ
う
や
く
夢
の
あ
る
未
来
を
予
感
さ
せ
る
槌つ
ち
音
が

あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
し
い
年
は
文
化
の
面
も
今
ま
で
以

上
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
市
民
会
館
50
周
年
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
、
山
形
交
響
楽
団
「
大
地
の
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご

来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
1
部
は
山
響
の
創
設
者
で
当
市
出
身
の
村
川
千
秋
さ
ん
が
数
年
ぶ
り
に
指
揮
を

と
り
、
第
2
部
は
当
市
在
住
で
藤
原
歌
劇
団
正
団
員
・
齊
藤
智
子
さ
ん
と
山
響
の
共

演
、
そ
し
て
締
め
は
市
民
有
志
が
山
響
の
演
奏
で
歌
っ
た
「
大
地
の
祈
り
」
大
合
唱

で
し
た
。
こ
の
曲
は
、
中
国
人
作
曲
家
の
陳
越
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
時
に
中
国

人
労
働
者
を
避
難
さ
せ
て
自
分
は
犠
牲
に
な
っ
た
日
本
人
の
経
営
者
に
感
謝
し
つ

つ
、
震
災
に
よ
る
す
べ
て
の
犠
牲
者
に
さ
さ
げ
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
ゆ
か

り
の
あ
る
東
京
都
豊
島
区
に
陳
さ
ん
が
贈
呈
、
一
昨
年
初
演
さ
れ
、
同
区
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
当
市
が
許
諾
を
得
て
演
奏
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

は
定
期
演
奏
会
の
テ
ー
マ
曲
と
し
て
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
響
の
定
期
演
奏
会
は
長
年
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
観
客
数
は
落
ち
込
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
山
響
と
市
で
魅
力
あ
る
公
演
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
重
ね
決
定
し
た
も
の
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
満
員
の
観
衆
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Vol.
013

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
7

か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
年
は
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
方
と
知

り
合
い
、
笑
い
の
絶
え
な
い
充
実
し
た
年

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
12
月
18
日
に
1
回
目
の
「
や
ど
　
お

か
り
か
ふ
ぇ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
や

ど
　
お
か
り
か
ふ
ぇ
」
は
楯
岡
商
店
街
に

交
流
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
取
り
組
ん
だ

1
日
限
定
の
カ
フ
ェ
で
す
。
1
回
目
は

本
に
親
し
む
「
ブ
ッ
ク
か
ふ
ぇ
」
。
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
本
を
読
み
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
リ
ー
ス
作
り
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
み
ま
し
た
。
商
店
街
に
初
め
て
来

た
と
い
う
方
も
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
カ
フ
ェ
を
行

い
、
商
店
街
が
交
流
、
情
報
発
信
の
場
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
2
回
目
は
2
月
18
日

（土）
に
ハ
ラ
ダ
で

「
毛
糸
か
ふ
ぇ
」
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

コ
ー
ス
タ
ー
や
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り
、

毛
糸
で
あ
や
と
り
も
楽
し
い
で
す
よ
！
私

は
帽
子
作
り
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
編
み
物
経
験
ゼ
ロ
で
も
大
丈
夫
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ほ
っ
こ
り
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
む
ら

や
ま
瓦
版
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ね
！

Vol.
23

こ
ん
に
ち
は

　
大
山
芙
由
美
で
す

～大山芙由美隊員の奮闘記～

キーワードは
大地の祈り

本屋の通路をキッズコーナーにしたカフェの様子

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

時
の
動
静

キーワードは
111年

9 広報　市民の友　むらやま　　29.2.1



子
育
て
応
援
情
報

子育て応援情報
～交流イベント・講座情報～

Babyママカフェ
▶事前にお申し込みください

平成28年2月以降生まれの親子対象
　アルバムづくりを行いますので、
写真を数枚持参してください。
■期日　2月24日(金)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　100円　
■定員　18組
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐん広場
小学校入学前までの親子対象
　子育てや孫育てをしている方の
遊びや集いの広場です。持参した
お弁当を会場内で交流しながら食
べることもできます。
■期日　2月25日(土)
■時間　午前9時30分～正午
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
　☎(56)2002

屋内の遊び場として開放
保育施設開放日
保育施設など入所前の親子対象
■期日・時間・会場
・2月7日(火)　冨本児童センター
　午前9時～11時
・2月21日(火)
　ちぐさ児童センター
　午前9時～11時
　袖崎児童センター
　午前8時30分～10時30分
・2月28日(火)　西郷児童センター
　午前9時～11時
問子育て支援課  ☎内線163

おたんじょう手形
プレゼント
2月生まれで3歳までのお子さん対象
　記念の手形をプレゼントをします。
■期日　2月28日(火)
■時間　午前10時30分まで受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの育児講座
「こんなときどうする？子どもの
心の変化に寄りそうヒント集」

子育て・孫育て中の保護者対象
　お子さんの心の変化に対し、大
人がどう向き合えばよいかを一緒
に考える講座です。
■期日　2月15日(水)
■時間　午前10時～11時30分
■会場　戸沢地域市民センター
■講師　伊藤なおみ氏
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

子育て応援室「すくすく」
子育て・孫育て中の方ならどなたでも
　子育ての話ができる場です。子
育て情報の提供も行います。
■期日　毎週火曜日
■時間　午前9時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ひだまり保健室
小学校入学前までのお子さん対象
　身長・体重測定ができます。
■期日　2月2日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

小野卓也　子育て講演会
▶事前にお申し込みください

　イクメン住職で人気の小野卓也
さんの無料講演会です。親子で参
加できます。
■期日　2月16日(木)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの育児講座
「おやこたいそう」
　しっかりと歩くことができる1
歳以上で保育施設など入所前のお
子さんが対象。親子で一緒に体を
動かしましょう。
■期日　2月4日(土)
■時間　午前10時～11時
■会場　戸沢地域市民センター
■講師　小野淳子氏
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

チョコカフェ
▶事前にお申し込みください

1歳以上の親子対象
　ひと足早いバレンタインデーの
集いです。定員20組。
■期日　2月10日(金)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　大人200円、子ども100円
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの「にこにこ広場」
平成26年4月以降生まれの親子対象
　子育て、孫育てをしている方の
遊びと集いの広場です。
■期日　2月7日(火)
■時間　午前10時～11時
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002
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受
章
者
・
受
賞
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

　
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
す
べ
て
の

人
が
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
よ
っ
て

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い

を
尊
重
し
て
助
け
あ
う
「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
４

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
以
下
の

よ
う
な
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

・
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
が
い

を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒

否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
す
る
。

・
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
配
慮
を
求
め

る
意
思
表
示
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、

合
理
的
な
配
慮
を
行
わ
な
い
。

　
障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理

解
を
深
め
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係  

☎
内
線

146

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

障
害
者
差
別
解
消
法
を

　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

市政功労表彰

市長杯争奪新春市民囲碁大会

　1月4日、平成29年新年祝賀会
の席上で市政功労者の表彰が行
われ、大山正弘さんに志布市長か
ら表彰状と功労章、記念品が贈ら
れました。大山さんは市議会議員
および農業委員を長きにわたり務
め、市の振興発展に貢献されまし
た。

大山　正弘さん（楯岡）

　市民囲碁大会が1月8日、クア
ハウス碁点で開催されました。市
内の入賞者は次のとおりです。
■Aクラス（五段以上）
7位　大山　剛さん（冨本）
■Bクラス（四段以下）
1位　原田　光久さん（楯岡）
4位　斉藤　高雄さん（袖崎）

　市と（一財）市体育協会から激
励金が贈られました。
■高円宮杯第28回全日本ユース
（U-15）サッカー選手権大会
　下山　大輝さん（楯岡中3年）
■第5回全国ジュニアバスケット
ボール選手権大会
　土田　慧惟さん（楯岡中1年）

人権擁護感謝状

◎
付
加
年
金　
国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者

が
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
年
金
年
額
は

「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
の
納
付
月

数
」
と
な
り
ま
す
。
10
年
間
納
付
し
た

場
合
は
、
年
額
２
万
４
千
円
が
加
算
さ

れ
、
2
年
間
受
給
す
れ
ば
、
納
付
額
に

な
り
ま
す
。

◎
繰
り
下
げ
受
給　
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
開
始
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
で
年
金
が

増
加
し
ま
す
。70
歳
か
ら
受
給
の
場
合
は

65
歳
よ
り
も
年
金
額
が
約
4
割
増
え
ま
す
。

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
10
日

(金)
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　
市
役
所
1
階
消
費
生
活
相
談
室

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線

113

将
来
の
年
金
受
給
額
を

　
　
増
や
す
方
法
を
紹
介
し
ま
す

全国大会出場選手

　中学生の人権意識高揚のために
貢献されたとして12月15日に表
彰状が贈呈されました。
■法務省・全国人権擁護委員連合
会感謝状
　楯岡中学校

受章・受賞  おめでとうございます
保健衛生関係功労者知事表彰
　12月6日、保健衛生関係功労者
山形県知事表彰式が県庁で行われ、
疾病予防や医療の分野で貢献され
た方へ表彰状が贈呈されました。
■保健衛生関係功労者山形県知事表彰
　鳥村　順子さん（楯岡）
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ま
ち
の
話
題

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

　

12
月
17
日
、
楯
岡
小
学
校
北
・
中
校

舎
改
築（
第
1
期
）工
事
起
工
式
を
行
い

ま
し
た
。
式
に
は
志
布
市
長
、
森
一
弘

市
議
会
議
長
、
能
登
淳
一
県
議
会
議
員

の
ほ
か
、
県
や
地
域
の
関
係
者
、
小
学

校
児
童
な
ど
が
出
席
。
は
じ
め
に
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
、
続
い
て
志
布
市
長

が
「
数
十
年
先
ま
で
誇
れ
る
立
派
な
校

舎
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、
北
校
舎
が
3
階
建
て
、
中
校
舎
が

2
階
建
て
。
工
事
は
平
成
30
年
12
月
に

完
成
し
、
平
成
31
年
1
月
か
ら
新
校
舎

で
授
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
1
月
8
日
、
平
成
29
年
消
防
出
初
式

を
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。
式

に
は
消
防
団
員
約
３
２
０
人
が
参
加

し
、
分
列
行
進
や
一
斉
放
水
を
実
施
。

そ
の
後
、
西
塚
茂
男
消
防
団
長
が
「
市

民
の
安
全
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
協
力

し
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
で
は
62
年

ぶ
り
に
更
新
し
た
消
防
団
旗
を
お
披
露

目
。
こ
の
団
旗
は
、
西
陣
織
の
生
地

に
関
西
村
山
会
員
の
冨
塚
薫
さ
ん
が

本
金
糸
と
銀
糸
で
刺
し
ゅ
う
を
施
し
た

も
の
で
す
。
新
団
旗
を
前
に
団
員
の
皆

さ
ん
は
消
防
・
防
災
へ
の
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。　

楯
岡
小
校
舎
改
築
工
事

起
工
式

消
防
出
初
式

新
消
防
団
旗
を
お
披
露
目

新消防団旗とともに分列行進を実施

　
平
成
29
年
新
年
祝
賀
会
を
1
月
4
日

に
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。
祝

賀
会
で
は
志
布
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
森
一
弘
市
議
会
議
長
、
能
登
淳
一

県
議
会
議
員
、
原
田
太
吉
県
人
東
京
連

合
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
茶
道
連
盟
に
よ
る
お
茶
席
、

日
本
舞
踊
・
若
二
三
会
や
三
味
線
民
謡
・

正
徳
会
、
村
山
な
ん
ち
ゃ
っ
て
舞
子
に

よ
る
歌
や
踊
り
が
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
会
場
内
に
は
今
年
度
誕
生
し
た

市
の
お
米
「
村
山
日び
よ
り和
」
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
お
に
ぎ
り
の
試
食
を
実

施
。
市
民
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
華
や

か
な
新
年
の
門
出
と
な
り
ま
し
た
。

村山なんちゃって舞子の皆さんが踊りを披露

工事の安全を祈願し、鍬入を行う志布市長

平
成
29
年
新
年
祝
賀
会
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

市
役
所

市
役
所

楯
岡
中

楯
岡
中

Ｒ
13

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

ゲ
ソ
天

　
ラ
ー
メ
ン
若
葉
食
堂

住所：楯岡二日町1－22　　電話：53-2840　　営業時間：午前11時～午後7時　　定休日：日曜日

次回は、矢萩さんがお薦めの高橋だんご（楯岡）を取材します。

　
県
道
29
号
羽
州
街
道
沿
い
に
あ
る
若

葉
食
堂
は
、
地
域
に
長
年
親
し
ま
れ
て

い
る
食
事
ど
こ
ろ
で
す
。
開
店
当
初
か

ら
麺
類
を
中
心
に
提
供
し
て
お
り
、
店

主
の
矢
萩
正
繁
さ
ん
（
楯
岡
）
は
3
代

目
。
家
族
で
経
営
し
、
初
代
で
あ
る
祖

父
の
味
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
ゲ
ソ
天
ラ
ー
メ
ン
」
は
30
年
前
に

誕
生
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
も
と
も
と

は
常
連
向
け
の
裏
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た

が
、
人
気
が
高
く
、
一
般
メ
ニ
ュ
ー
に

格
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
若
葉
食
堂
の

ゲ
ソ
天
の
魅
力
は
カ
リ
カ
リ
の
衣
。
新

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
た
正
繁
さ
ん

が
、
地
元
の
方
が
好
き
な
ゲ
ソ
に
注
目

し
、
揚
げ
る
油
の
温
度
・
時
間
な
ど
研

究
を
重
ね
て
、
や
っ
と
完
成
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
一
緒
に
い
た
だ
く
ラ
ー

メ
ン
は
開
店
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い

あ
っ
さ
り
し
ょ
う
ゆ
味
。
す
っ
き
り
し

た
ス
ー
プ
に
合
う
、
こ
だ
わ
り
の
し
ょ

う
ゆ
を
使
用
し
、
麺
は
毎
日
店
内
で

打
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
若
葉
食
堂
で
は
、
ゲ
ソ
天
の
カ
リ
カ

リ
と
あ
っ
さ
り
ス
ー
プ
を
別
々
に
楽
し

み
た
い
と
い
う
要
望
か
ら
、
ゲ
ソ
天
を

ラ
ー
メ
ン
に
の
せ
ず
別
皿
に
し
て
い
ま

す
。
ゲ
ソ
天
に
し
ょ
う
ゆ
と
七
味
を
少

し
か
け
、
お
つ
ま
み
の
よ
う
に
し
て
楽

し
む
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
寒
い
冬
に
は
、
あ
っ
さ
り
ス
ー
プ
に

み
そ
の
コ
ク
が
加
わ
っ
た
「
み
そ
ラ
ー

メ
ン
」
も
人
気
で
す
。
仕
事
を
し
て
い

る
お
客
さ
ん
の
た
め
に
ニ
ン
ニ
ク
を
小

皿
で
出
し
て
い
ま
す
。

　
帰
省
の
時
期
に
な
る
と
、
60
年
以
上

変
わ
ら
な
い
懐
か
し
い
味
を
求
め
て
、

都
会
か
ら
帰
っ
て
き
た
方
々
が
店
に
足

を
運
ん
で
く
れ
る
そ
う
で
す
。
「
ふ
る

さ
と
を
感
じ
る
ほ
っ
と
す
る
味
を
こ
れ

か
ら
も
作
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と

正
繁
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
地
域

の
方
が
大
好
き
な
味
に
こ
だ
わ
っ
た
ゲ

ソ
天
ラ
ー
メ
ン
。
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
を

召
し
上
が
れ
。
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1
時
～
4
時
（
要
予
約
）

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　
☎
内
線

235

東
沢
バ
ラ
公
園
入
園
券
広
告
募
集

　
東
沢
バ
ラ
公
園
入
園
券
の
裏
面
へ
広

告
を
掲
載
す
る
企
業
や
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

入
園
券
の
使
用
期
間

平
成
29
年
の
バ
ラ
ま
つ
り
（
6
月
上
旬

～
7
月
上
旬
）
と
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

（
9
月
中
旬
～
下
旬
）

広
告
の
規
格

・
1
枠
の
大
き
さ　
縦
70
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
×
横
58
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
全
2
枠
）

・
1
色
刷
り

掲
載
料　
1
枠
２
５
、
０
０
０
円

申
込
期
限　
2
月
15
日

（水）
必
着

申
込
先　
商
工
観
光
課

　
申
込
書
は
、
商
工
観
光
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
市
内
企
業
を
優
先
し
、
申
込
み
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　
☎
内
線

154

雑
が
み
回
収

　
雑
が
み
と
は
、
食
品
の
空
き
箱
、
包

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
意

見
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
案
件
の
詳
細
は
、
市
情
報
公
開
室
、

市
民
環
境
課
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

募
集
期
限　
2
月
10
日

（金）

郵
便　
〒
９
９
５

−

８
６
６
６

村
山
市
中
央
一
丁
目
３

−

６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（55）
６
４
４
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shim
in@

city.m
urayam

a.lg.jp

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

114

定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

　
入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
2
月
2
日

（木）
か
ら
14
日

（火）
ま
で
の
平
日
に
建
設
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象

定
住
促
進
楯
岡
北
町
住
宅
団
地
1
号
・
2
号

募
集
戸
数　
7
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　
１
５
、
０
０
０
円
～

３
９
、
０
０
０
円（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在

で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

な
ど　
※
所
得
制
限
な
し

住
宅
公
開
日
時　
2
月
12
日

（日）　
午
後

小
中
学
生
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

■
就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
病
気
や
災
害
、
そ
の
他
経
済
的
理
由

か
ら
学
校
集
金
の
納
付
が
困
難
な
小
中

学
生
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

　
申
請
を
受
け
審
査
を
行
い
、
認
定
し

た
方
に
学
用
品
、
給
食
費
な
ど
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。

※
小
中
学
1
年
生
の
新
入
学
用
品
費

は
、
3
月
10
日

（金）
ま
で
に
申
請
書
を

受
理
し
た
分
に
つ
い
て
、
4
月
1
日

の
在
籍
確
認
後
、
4
月
上
旬
に
支
給

し
ま
す
。

■
小
中
学
生
の
入
学
・
転
学
の
相
談

　
住
所
変
更
に
伴
う
小
中
学
校
の
転
入

学
の
ほ
か
、
指
定
校
以
外
の
学
校
に
転

入
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
随
時
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課　
☎
内
線

325

市
交
通
安
全
計
画
案
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
第
10
次
村
山
市
交
通
安
全
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
民
環
境
課

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
募
集

　
市
で
は
、
若
者
の
定
着
・
回
帰
を
促

進
す
る
た
め
、
県
と
連
携
し
て
、
日
本

学
生
支
援
機
構
の
第
一
種
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
る
大
学
生
等
に
対
し
、
奨
学

金
返
還
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。
卒
業

後
、
市
内
へ
の
居
住
や
就
業
な
ど
が
要

件
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
要
件
な

ど
、詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
2
月
20
日

（月）
ま
で

定
員　
5
名
程
度

選
考
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
後
抽
選

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課　
☎
内
線

274

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

装
紙
、
封
筒
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で

す
。
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙

パ
ッ
ク
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

　
紙
袋
や
大
き
め
の
封
筒
に
入
れ
て
、

収
集
日
の
朝
8
時
ま
で
に
、
も
や
せ
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

期
日
・
対
象
地
域

3
月
5
日

（日）　
西
郷
・
大
倉
・
袖
崎

　
　
12
日

（日）　
大
久
保
・
冨
本
・
戸

　
　
　
　
　
　
沢
・
大
高
根

※
楯
岡
地
域
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

2
月
18
日

（土）
、
19
日

（日）
に
実
施
し
ま

す
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

116

家
族
介
護
者
交
流
会

　
介
護
か
ら
離
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。

　
要
介
護
3
か
ら
5
の
方
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
の
方
が
対
象
で
す
。

参
加
費
無
料
。

内
容　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
の
入
浴
や

交
流
な
ど

期
日　
3
月
4
日

（土）　
日
帰
り

申
込
期
限　
2
月
15
日

（水）

■
問
合
せ
／
福
祉
課　
　
　
☎
内
線

143

一
般
（
指
名
）
競
争
入
札

参
加
申
請
受
付

　
平
成
29
・
30
年
度
に
村
山
市
の
一
般

（
指
名
）
競
争
入
札
、
見
積
合
わ
せ
に

参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
（
更
新
も
含
む
）。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
財
政
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
業
種　
建
設
工
事
、
測
量
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
役
務
、
物
品
の
納
入
な
ど

受
付
期
間　
2
月
1
日

（水）
～
28
日

（火）　

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
時
間　
午
前
9
時
～
11
時
30
分
、

午
後
1
時
30
分
～
4
時

受
付
場
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
財
政
課　
　
　
☎
内
線

223

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
。
当
日
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
9
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

112

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
8
日

（水）　
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
労
働
の
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

期
間　
2
月
9
日

（木）
～
11
日
（
土
・
祝
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
7
時

電
話　
０
１
２
０
（
１
５
４
）
０
５
２

■
問
合
せ
／
連
合
山
形
（
柏
木
）

　
　
☎
０
２
３（
６
２
５
）０
５
５
５

旧
指
定
ご
み
袋
の
使
用
期
限

　
旧
指
定
ご
み
袋
は
、
4
月
1
日
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
使
い
切
れ

な
か
っ
た
旧
指
定
ご
み
袋
は
、
市
民
環

境
課
と
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
新
指
定

ご
み
袋
と
等
価
交
換
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（47）
１
３
２
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
お
さ
い
と
う

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
先
着
１
０
０
人

に
福
餅
を
進
呈
し
ま
す
。

期
日　
2
月
4
日

（土）

時
間　
祈
祷と
う　
午
後
5
時
45
分

　
　
　
点
火　
午
後
6
時

会
場　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
北
側
特
設
会
場

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（56）
３
３
５
１

田
中
基
康
講
演
会

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
災
害
応
用
技
術
に
つ
い

て
の
講
演
会
で
す
。
入
場
無
料
。

日
時　
2
月
8
日

（水）
午
後
1
時
40
分
～

会
場　
村
山
産
業
高
校
耕
道
会
館

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
☎

（52）
３
５
３
１

体
育
施
設
の
利
用
団
体
調
整
会
議

　
平
成
29
年
度
に
次
の
体
育
施
設
の
定

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

期
利
用
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。希
望
す

る
団
体
は
、必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設　
市
民
体
育
館
、
村
山
武
道

館
、
村
山
居
合
振
武
館
、
楯
岡
ス
ポ
レ

ク
広
場
、
金
谷
運
動
広
場
、
東
沢
運
動

広
場

日
時　
2
月
14
日

（火）　
午
後
7
時
～

会
場　
市
民
体
育
館

■
問
合
せ
／
市
民
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（56）
３
３
７
７

瀬
野
和
広
講
演
会

　

市
出
身
の
建
築
家 

瀬
野
和
広
さ
ん

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演

会
で
す
。
入
場
無
料
。

日
時　
2
月
17
日

（金）　
午
後
7
時
～

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
☎

（52）
３
５
３
１

冬
の
一
日
甑
葉
楽
校

　
工
作
を
し
た
り
方
言
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
午
後
は
模
擬
カ
ー
リ
ン
グ
遊
び

も
行
い
ま
す
。

日
時　
2
月
19
日

（日）
午
前
9
時
～
午
後
3
時

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
小
学
生
50
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
着
替
え
、
タ

オ
ル
な
ど

申
込
期
限　
2
月
13
日

（月）

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
☎

（52）
３
５
３
１

北
村
山
平
和
の
つ
ど
い

　
戦
時
体
験
を
語
る
講
演
な
ど
を
行
い

ま
す
。
参
加
費
５
０
０
円
。

期
日　
2
月
11
日
（
土
・
祝
日
）

時
間　
午
前
9
時
20
分
～
午
後
1
時

会
場　
北
村
山
生
協 

協
同
の
家
こ
ぱ
る

■
問
合
せ
／
共
立
社
北
村
山
生
協　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
６
４
４
６

餃ぎ
ょ
う
ざ子
づ
く
り
教
室

　
中
国
で
生
活
経
験
の
あ
る
市
内
在
住

の
講
師
が
、
餃
子
の
皮
づ
く
り
か
ら
指

導
し
ま
す
。
日
中
友
好
協
会
会
員
は
無

料
で
す
。
先
着
20
名
。

日
時　
2
月
18
日

（土）　
午
前
10
時
～

会
場　
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調
理
室

参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　
2
月
13
日

（月）

■
問
合
せ
／
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局

（
山
形
新
聞
村
山
支
社
内
）
☎

（55）
２
５
３
２

映
画
「
ず
っ
と
、
い
っ
し
ょ
。」

無
料
上
映
会
整
理
券
配
布
中

　
乳
幼
児
と
一
緒
に
鑑
賞
で
き
ま
す
。

小
学
生
以
上
は
鑑
賞
整
理
券
が
必
要
で

す
。

上
映
期
日　
3
月
12
日

（日）

上
映
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

整
理
券
配
布
場
所　
親
子
交
流
ひ
ろ
ば

■
問
合
せ
／
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
０
９
０
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
対
象　
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト（
笛
田
）

募
集
戸
数　
2
戸
（
3
階
・
4
階
、
3

Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　
2
月
2
日

（木）
～
8
日

（水）

※
2
月
6
日

（月）
は
休
館
日

受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

必
要
書
類　
県
営
住
宅
申
込
書
、
52
円

切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

山
形
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
山
形
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
表
示
は
す
べ
て
時
間
額
で
す
。

■
山
形
県
最
低
賃
金　
７
１
７
円

特
定
産
業
別
の
最
低
賃
金

・
一
般
産
業
用
機
械
、
装
置
等
製
造
業

＝
７
９
８
円

・
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業
＝
７
８
２
円

・
自
動
車
、
同
附
属
品
製
造
業

＝
７
９
７
円

・
自
動
車
整
備
業
＝
８
０
１
円

■
問
合
せ
／
山
形
労
働
局
賃
金
室

　
　
☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
４

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

2
月
の
訓
練
予
定

積
雪
地
訓
練
＝
1
日

（水）
～
3
日

（金）
、
14

日
（火）
～
16
日

（木）
、
22
日

（水）
～
24
日

（金）
、

冬
季
訓
練
検
閲
＝
13
日

（月）
～
19
日

（日）
、

21
日

（火）
、
22
日

（水）
、
冬
季
小
隊
検
閲
＝

20
日

（月）
～
24
日

（金）
、
大
雪
・
軽
雪
養
成

訓
練
＝
27
日

（月）
、
28
日

（火）
、
離
着
陸
訓

練
＝
1
日

（水）
～
28
日

（火）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地☎

（48）
１
１
５
１

1629.2.1　　広報　市民の友　むらやま



ホットストーン

◆  60 分　　¥  7,560

◆  90 分　　¥10,800

◆120 分　　¥14,040

広
告

広
告

お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

　ひっぱりうどん発祥の地である戸沢地域で、樽石大学の「いたや清水」
を使用したひっぱりうどんの食べ放題を行います。
日時　2月12日(日)　午前11時～午後1時
　　　※入場は午後0時30分までです。ただし、なくなり次第終了となります。
会場　戸沢地域市民センター
参加費　100円
■問合せ／戸沢地域市民センター  ☎(56)2111

ひっぱりまつり

　江戸時代に最上徳内とシーボルトの親交があった縁から、最上徳内記念
館とオランダ王国シーボルトハウスが友好博物館協定を締結することにな
りました。これを記念して、シーボルトハウスのクリス館長を迎えて締結
式と記念講演会を開催します。同日、企画展「おひなさま展」のオープニ
ングセレモニーも開催しますので、ぜひ、お越しください。
期日　2月11日(土・祝日)
時間・内容　
 午前10時30分～ 友好博物館協定締結式
  記念講演会
  講師　クリス・スヒールメイヤー館長
 午前11時30分～ 企画展「おひなさま展」オープニングセレモニー
会場　最上徳内記念館
入館料　2月11日(土・祝日)のみ無料
　　　　※通常、大人300円、小・中学生150円
■問合せ／最上徳内記念館  ☎(55)3003

最上徳内記念館とシーボルトハウスが友好博物館協定締結

　袖崎民謡愛好会の発表や袖崎小学校6年生のダンス披露のほか、そでさ
き元気っ子の駄菓子屋、洗心児童クラブのバザーを開店します。フィナー
レでは土生田1地区で打ち上げ花火が袖崎地域の夜空を彩ります。
日時　2月12日(日)　午後1時～6時
会場　袖崎小学校（雪灯ろう、打ち上げ花火以外）
■第21回洗心座公演　創作劇「THE 洗心 かい」
　入場券は袖崎地域市民センターで販売します。入場券1枚で1家族入場
できます。
時間　午後1時30分開演
入場券　500円(中学生以下無料)
■第7回「袖崎じょんだ文化展」
　袖崎地域の方々が制作した文化工芸作品の展覧会です。
時間　午後1時～4時
■第23回交通安全雪灯ろうまつり
　午後5時から袖崎地域内の各家庭で作った雪灯ろうが点灯します。
■問合せ／袖崎地域市民センター  ☎(58)2001

袖崎ほっとな雪まつり
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み
ん
な
の
学
校

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（1月1日現在）：25,136人　男：12,171人　女：12,965人　世帯数：8,226戸

西
郷
小
学
校

ク
ラ
ス
の
絆
と

生
活
を
見
つ
め
る
目
を
育
て
る

　
　
「
く
ら
し
の
た
し
か
め
」

　
西
郷
小
学
校
で
は
、
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
の

朝
の
会
に
「
く
ら
し
の
た
し
か
め
」
と
い
う
時
間

を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
輪
番
で
1
日
1
人
、

自
由
な
テ
ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
そ
の
内
容

に
対
し
て
ク
ラ
ス
で
意
見
や
感
想
な
ど
を
話
し
合

う
も
の
で
す
。
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
は
司
会
・
板

書
当
番
の
2
人
が
そ
の
場
で
要
点
を
ま
と
め
、
黒

板
に
書
い
て
い
き
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
の
テ
ー
マ
も

さ
ま
ざ
ま
。
生
活
や
友
達
関
係
に
つ
い
て
の
相

談
、
目
標
の
発
表
、
行
事
の
企
画
内
容
な
ど
、
発

表
者
は
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
み
ん
な
に
問
い
か
け
、

聴
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
共
感
的
な
感

想
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
昨
年
度
か
ら
続
け
て
き
た
6
年
生

は
ク
ラ
ス
の
絆
が
強
ま
り
、
加
え
て
、
話
す
力
・

聴
く
力
・
ま
と
め
る
力
の
向
上
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
ス
ピ
ー
チ
は
自
分
の
生
活
・
考
え
を
見
つ
め

る
良
い
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
度
は
こ
の
活
動
を
全
学
年
に
広
げ
る
取
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
12
月
に
は
5
年
生
が
6
年
生

の
良
い
点
を
取
り
入
れ
よ
う
と
「
く
ら
し
の
た
し

か
め
」
を
参
観
し
ま
し
た
。
他
学
年
も
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
「
く
ら
し
の
た
し
か
め
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
。
西
郷
小
学
校
の
特
色
あ
る
活
動

と
し
て
全
学
年
に
浸
透
す
る
よ
う
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

他の学年が6年生の「くらしのたしかめ」を参観

「高齢者との交流会で前の人と同じあいさつになったことを後悔している」というスピーチに対し、
出された意見の板書


	村山市報’17.02.01 1
	村山市報’17.02.01 2
	村山市報’17.02.01 3
	村山市報’17.02.01 4
	村山市報’17.02.01 5
	村山市報’17.02.01 6
	村山市報’17.02.01 7
	村山市報’17.02.01 8
	村山市報’17.02.01 9
	村山市報’17.02.01 10
	村山市報’17.02.01 11
	村山市報’17.02.01 12
	村山市報’17.02.01 13
	村山市報’17.02.01 14
	村山市報’17.02.01 15
	村山市報’17.02.01 16
	村山市報’17.02.01 17
	村山市報’17.02.01 18

